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	【別紙】
	１　当事者の概要
	⑴　申立人映画演劇アニメーションユニオン（以下「組合」という。）は、映画（映像）、演劇、アニメーション、テレビ制作、舞台美術に関わる産業に従事する労働者で組織された労働組合であり、本件申立時の組合員数は約40名である。
	なお、Ａ１は、会社と業務委託契約を締結する以前から組合の組合員であった。
	⑵　被申立人株式会社テレビマンユニオン（以下「会社」という。）は、テレビ番組（以下「番組」という。）、映画、イベント等の企画・制作を主たる事業とする株式会社である。令和６年９月時点において、会社の正社員は180名であり、そのほかに業務委託契約に基づいてプロデューサー等の業務に従事する者が124名おり、合計304名の者が会社の業務に従事していた。
	会社の業務に従事するアシスタントディレクター（以下「ＡＤ」という。）は、６年９月時点で53名おり、うち正社員が８名、業務委託契約者は45名であった。
	２　事件の概要
	３　主文（一部救済）
	４　判断の要旨
	⑴　Ａ１は、労組法上の労働者に当たるかについて
	⑵　本件契約終了について
	ア　Ａ１と会社との業務委託契約が終了するまでの経緯をみると、６年１月29日に、Ｂ１が、Ａ１に対して業務委託契約の契約期間は３月末までだが、後処理が必要なので４月末で契約を終了したい旨を伝えたところ、Ａ１は、別の番組制作で業務委託契約を締結したいと述べ、プロデューサーであるＢ２を「社内調整役」として業務委託契約が締結できる番組を探すこととなった。
	Ａ１は、社内でＡＤを募集している番組の面接を受けたが、報酬面で折り合わず、業務委託契約の締結には至らなかったところ、２月28日に行われた面談において、Ａ１は、Ｂ２らに対し、業務委託契約が解約となるのであれば、所属しているユニオンの事務局長や執行役員立会いの下で交渉したいなどと述べた。
	その後３月中旬頃に、組合は会社に団体交渉を申し入れ、組合と会社との間で団体交渉が２回行われたが折り合いがつかず、会社とＡ１との業務委託契約は４月末で終了した。
	イ　上記アの経緯をみると、会社がＡ１に対して業務委託契約の期間満了をもって契約を終了する旨を伝えたのは、１月29日であり、会社がＡ１が何らかの労働組合に加入していることを認識したのは、２月28日であり、Ａ１が組合の組合員であることを認識したのは、組合が会社に団体交渉を申し入れた３月中旬頃であるから、会社がＡ１に対して業務委託契約の期間満了をもって契約を終了すると通知したこと自体は、Ａ１が組合員であることを理由にしたものとはいえない。
	また、会社は、Ａ１が何らかの労働組合に加入していることを認識した２月28日以降も、Ｂ２外２名のプロデューサーと共にＡ１と面談を行い、番組Ａの制作に就かないかと打診している。
	加えて、会社がＡ１との契約を終了させた理由は、依頼するほどの業務量がないから契約期間満了により終了としたいということであり、こうした説明を会社はＡ１や組合に対し、会社がＡ１を組合員として認識する前後を通じて一貫して行っている。
	ウ　組合は、会社がＡＤを随時募集しているからＡ１が従事し得る業務が存在していると主張するが、第１回団体交渉でＢ２は、業務委託契約のスタッフを募集しているのは、ディレクターになってもらう者を確保するためにＡＤを常に募集している旨を述べていることからすると、会社が随時ＡＤを募集しているからといって、Ａ１が従事し得るＡＤの業務が存在していたと直ちに断定することはできない。
	また、組合は、会社が団体交渉において議論をミスリードしたなどと主張するが、そうした事実は認められず、組合の主張は採用することができない。
	さらに、組合は、団体交渉におけるＢ２の発言は会社の組合嫌悪の表れである旨を主張する。
	しかしながら、組合が指摘する発言は、組合あるいはＡ１の組合活動を非難ないし批判をした発言であるとはいえず、組合との団体交渉が開始したことが理由でＡ１を別の番組でＡＤとして契約することがないという趣旨の発言であると評価することはできない。
	以上のとおり、組合の主張はいずれも採用することができず、他方で、会社がＡ１との契約を４月末までにしたいという意思を示したのはＡ１が組合に加入していることを認識する以前であることや、会社はＡ１が労働組合に加入していることを認識した後も番組Ａの制作の仕事を打診していることなどの事実に照らせば、本件契約終了が組合員であることを理由とした不利益取扱いに当たるということはできない。
	⑶　本件団体交渉申入れに会社が応じなかったことについて
	会社は、本件団体交渉申入れに対し、Ａ１は労組法上の労働者性があるという前提に立つことはできない旨を記載したメールを送信し、団体交渉に応じなかった。しかし、Ａ１が労組法上の労働者に当たることは前記⑴のとおりであり、会社が団体交渉を拒否することには正当な理由がない。
	会社は、本件申立事件の審理においては、２回の団体交渉で誠実に対応し、双方の見解が大きくかい離していることから協議がこれ以上進展する見込みがないことが客観的に明確になっていた旨を主張し、団体交渉を拒否したことには正当な理由がある旨も主張するが、当時会社が組合に送信した上記メールにはそのような会社の見解が読み取れる記載はなく、会社の主張は、後付けのものというほかない。また、本件団体交渉申入れまでに行われた団体交渉がまだ２回（合計３時間弱）であったこと等からも、双方の譲歩による進展の見込みがないことが客...

